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春
の
交
通
安
全

市
民
総
ぐ
る
み
運
動

市
民
生
活
課
・
☎
⑳
２
１
９
０

運
動
期
間　

５
月
11
日
㈯
～
20
日
㈪

運
動
の
重
点

▽
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行

　

の
確
保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事

　

故
防
止

▽
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

▽
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着

　

用
の
徹
底

▽
飲
酒
運
転
の
根
絶

▽『
子
ど
も
や
高
齢
者
に
優
し
い
３

　

Ｓ
運
動
』の
推
進

▽『
夜
間
走
行
中
の
原
則
ハ
イ
ビ
ー

　

ム
』の
徹
底

統
一
行
動
日

▽
13
日
㈪
＝
子
ど
も
や
高
齢
者
に
優

　

し
い
３
Ｓ
運
動
推
進
強
化
の
日

▽
15
日
㈬
＝
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ

　

イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
強
化
の
日

▽
16
日
㈭
＝
歩
行
者
・
自
転
車
交
通

　

事
故
防
止
強
化
の
日

▽
17
日
㈮
＝『
飲
酒
運
転
根
絶
』、『
夜

　

間
走
行
中
の
原
則
ハ
イ
ビ
ー
ム
』

　

の
徹
底
強
化
の
日

▼
交
通
安
全
教
室 

申
込
受
付
中

　

高
齢
者
や
幼
児
、
小
学
生
な
ど
を

対
象
と
し
た
交
通
安
全
教
室
に
専
門

の
交
通
教
育
指
導
員
を
派
遣
し
ま
す
。

内
容　

交
通
安
全
講
話
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上

映
、
実
践
指
導

な
ど
、
目
的
に

あ
わ
せ
た
講
習

申
込　

事
前
に

電
話
で
同
課

リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
で
の

省
エ
ネ
機
器
の
設
置
を
支
援

環
境
政
策
課
・
☎
⑳
２
１
９
５

　

既
存
住
宅
に
、
次
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
機
器
を
設
置
し
た
方
に
エ
コ
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
し
ま
す
。

対
象
機
種
・
ポ
イ
ン
ト
数

▼
高
効
率
給
湯
器
な
ど
＝
１
万
Ｐ
ポ
イ
ン
ト

※
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
、
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
、

エ
コ
フ
ィ
ー
ル
な
ど
。

▼
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
＝
２
万
Ｐ
ポ
イ
ン
ト

※
ポ
イ
ン
ト
は
１
Ｐ
ポ
イ
ン
ト＝
１
円
と
し
て

口
座
に
振
り
込
み
。

主
な
要
件　

①
市
内
の
自
ら
居
住
す

る
既
存
住
宅（
新
築
住
宅
は
不
可
）へ

②
今
年
度
中
に
③
市
内
業
者
が
設
置

し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
で
④
過
去

に
同
種
の
補
助
金
な
ど
を
受
け
て
お

条  

例  

表  

彰

長
年
の
功
労
を
た
た
え
て

秘書広報課
☎⑳２１０１

　

市
民
生
活
の
各
分
野
で
長
年
に
わ

た
り
尽
力
さ
れ
た
方
や
、
公
益
の
た

め
に
寄
附
さ
れ
た
方
な
ど
を
、
市
の

条
例
に
基
づ
い
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
功
労
者
７
人
、
功
績
者

45
人
、
徳
行
者
10
人
を
、
５
月
25
日

㈯
、
市
民
プ
ラ
ザ
小
ホ
ー
ル
で
表
彰

し
ま
す
。
特
に
功
労
の
顕
著
な
一
号

功
労
者
の
お
二
人
を
ご
紹
介
し
ま
す

（
順
不
同
）。

（葉鹿町）小
こ

島
じま

晃
こう

一
いち

さん

　和菓子などの製造販売業を営む傍
ら、長年にわたり坂西商工会の活動
に尽力し、平成２２年に第６代会長に
就任。３期８年、地域経済の中心的役
割を果たしました。中でも『あしかが
坂西軽トラ市』は平成２３年の初開催
以来、好評を博して定着し、現在で
は出店が５０台を超える大イベント
へと成長させました。さらには足利
法人会副会長、足利商工会議所相談
役など各方面で活躍し、市内経済の
発展振興に多大な貢献をされました。

　平成８年に農業委員に就任以来、運
営委員、会長を歴任し、地域性を活
かした営農体系や都市近郊農業を確
立するために尽力されました。また、
七ヶ村堰土地改良区、尾名川沿岸土
地改良区の理事として水利施設の整
備・維持管理や環境保全に取り組み、
平成２７年にはこの２区を合併した足
利市わたらせ川左岸土地改良区の理
事長に就任。農業生産基盤の充実に
リーダーシップを発揮して、本市農業
の発展振興のため活躍されています。

（山川町）菊
きく

地
ち

榮
えい

太
た

郎
ろう

さん

農業生産基盤の整備充実に尽力 地域社会の幸せづくりに尽力

本号より、日付の表記を新元号にて記載します。
※例…令和元年度＝2019年度。

元号表記の
お知らせ
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Pick Up!

お
知
ら
せ

税

福 　

 

祉

募 　

 

集

子  

育  

て

健 　

 

康

働 　

 

く

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

施 　

 

設

相 　

 

談

3

ら
ず
⑤
市
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と

申
込　

５
月
７
日
㈫
か
ら
申
請
書
類

を
同
課（
本
庁
舎
２
階
）へ
持
参

※
申
請
書
類
は
同
課
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
可
。

※
受
付
は
先
着
順
で
す
。

木
造
住
宅
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
費
を
補
助

建
築
指
導
課
・
☎
⑳
２
１
７
０

▼
木
造
住
宅
の『
耐
震
診
断
』

対
象　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
を
所
有
し
、

居
住
し
て
い
る
方

補
助
額　

①
耐
震
診
断
に
要
し
た
費

用
の
額（
３
万
円
を
限
度
）と
②
補
強

計
画
策
定
に
要
し
た
費
用
の
３
分
の

２
の
額（
８
万
円
を
限
度
）の
合
計
額

▼
木
造
住
宅
の『
耐
震
改
修
』

対
象　

耐
震
診
断
を
実
施
し
、
耐
震

改
修
の
必
要
が
認
め
ら
れ
た
住
宅

補
助
額　

耐
震
改
修
に
要
し
た
費
用

の
２
分
の
１
の
額（
80
万
円
を
限
度
）

※
一
定
の
耐
震
改
修
を
行
う
と
、
所

得
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
の
軽
減
措

置
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

申
込　

ま
ず
は

同
課（
本
庁
舎

６
階
）へ
相
談

※
申
請
に
は
、

ほ
か
に
も
一
定

の
要
件
が
あ
り

ま
す
。

芸
術
・
文
化
の
活
動
な
ど
を

行
う
団
体
を
助
成

市
民
文
化
財
団（
文
化
課
内
）

☎
⑳
２
２
２
９

対
象　

市
内
で
芸
術
・
文
化
の
活
動

を
行
う
団
体
で
、
一
定
の
活
動
実
績

が
あ
り
、
規
約
な
ど
を
有
す
る
団
体

申
込　

９
月
30
日
㈪
ま
で
に
申
請
書

類
を
同
財
団（
教
育
庁
舎
１
階
）

※
審
査
が
あ
り
ま
す
。
助
成
は
11
月

中
旬
で
す
。

※
申
請
書
類
は
同
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
入
手
可
。

和泉　聡

い
て
い
る
こ
と
で
し
た
。「
竜
馬
は
、

議
論
の
勝
ち
負
け
と
い
う
こ
と
を
さ

ほ
ど
意
に
介
し
て
い
な
い
た
ち
で
あ

る
よ
う
だ
っ
た
。
む
し
ろ
議
論
に
勝

つ
と
い
う
こ
と
は
相
手
か
ら
名
誉
を

奪
い
、恨
み
を
残
し
、
実
際
面
で
逆
効

果
に
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
こ

と
を
、こ
の
現
実
主
義
者
は
知
っ
て
い

る
」（『
竜
馬
が
ゆ
く
８
』文
春
文
庫
）。

　

議
論
で
相
手
を
負
か
す
こ
と
に
主

眼
を
置
き
が
ち
な
欧
米
と
違
い
、
私

た
ち
日
本
人
は
常
に
、
相
手
へ
の
思

い
や
り
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
ま
さ
に
儒
学
が
伝
え
て
き
た

『
恕じ

ょ

』や『
仁じ
ん

』の
精
神
そ
の
も
の
で
も

あ
り
ま
す
。 

　

議
論
で
本
当
に
大
切
な
の
は
、
相

手
を
負
か
し
た
り
、
正
し
い
と
か
間

違
っ
て
い
る
と
か
を
決
め
た
り
す
る

の
で
は
な
く
、
問
題
が
も
つ
複
雑
さ

や
困
難
さ
を
分
か
ち
合
い
、
苦
し
さ

を
共
有
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
。
そ

の
上
で
、
困
難
を
と
も
に
乗
り
越
え

て
い
こ
う
と
い
う
決
意
と
覚
悟
を
お

互
い
の
胸
の
内
に
築
く
こ
と
で
は
な

い
か
。
そ
ん
な
こ
と
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
ま
ち
を
前
進
さ
せ
る
た
め
の

議
論
を
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
し
て
い

き
た
い
。
そ
う
思
っ
た
の
で
し
た
。 

　
『
孫
子
』と
い
え
ば
、
兵
法
書
の
代

表
的
古
典
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
中
に「
囲
師
に
は
必
ず
闕

く
」と
い
う
言
葉
が
あ
る
の
を
最
近
、

知
り
ま
し
た
。
包
囲
し
た
敵
に
は
、

逃
げ
道
を
開
け
て
お
く
。
逃
げ
道
が

あ
る
、
な
ん
と
か
生
き
の
び
ら
れ
そ

う
だ
と
な
れ
ば
、
死
に
物
狂
い
の
反

撃
は
し
て
こ
な
い
と
い
う
意
味
で
す

（『
中
国
古
典
の
人
間
学
』守
屋 

洋 

著
、

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社
）。 

　

守
屋
さ
ん
は
こ
の
本
の
中
で
、「
人

と
議
論
す
る
と
き
に
も
同
じ
こ
と
が

言
え
る
。
緻ち

み
つ密
な
論
陣
を
張
っ
て
、

完か
ん
ぷ膚
な
き
ま
で
に
相
手
を
や
り
こ
め

て
、
気
持
ち
よ
さ
そ
う
な
顔
を
し
て

い
る
人
を
ま
ま
見
か
け
る
。
自
分
は

気
持
ち
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
が
、

（
中
略
）い
つ
か
、
ど
こ
か
で
強
烈
な

し
っ
ぺ
返
し
を
食
ら
う
」と
指
摘
し

て
い
ま
す
。 

　

こ
の
部
分
を
読
ん
で
、
す
ぐ
に
思

い
出
し
た
の
が
、司
馬
遼
太
郎
が『
竜

馬
が
ゆ
く
』の
中
で
次
の
よ
う
に
書

市長コラム
No.065

囲い

し師
に
は
必
ず
闕か

く

事後評価を公表！

山辺西部地区の
都市再生整備計画

山辺西部土地区画整理事務所
☎ 73１０４０

　国の制度『都市再生整備計
画』を活用し同地区内のまちづ
くりを行い、目標達成状況の
事後評価を公表しています。
　 同 事 務 所 ま た は 市 ホ ー ム
ページでご覧いただけます。


